
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃２１８ 

 

函館山裾の坂道 

2025.10.19 
島 田 祥 生 

 

そうだ 
函館山の裾の坂道 
電車道から眺めてみよう 
 
西の終点「函館どっく前」から 
東の終点「谷地頭」まで 
どんな表情があるか楽しみ 
 
引用：北海道新聞社 はこだて歴史散歩 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終点の函館どっく前の 
切り替えポイント 
 
折り返しの電車が左側の線路に
行けるようになっている 
ばね仕掛けだと思う 
 
入ってくる電車は 
車輪のフランジで 
ポイントをかき分けて 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館山西側最初の坂道「魚見坂」 
それほど傾斜はないが 
かなり長い坂なので息が切れる 
外人墓地への道でもある 
 
山背泊（西）方面に来る魚群を見るのに
便利な場所と言うのが由来らしい 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その隣の「船見坂」 
町名の船見町にちなんだ名前 
突き当りに土方歳三の碑のある
「称名寺」の本堂が見える 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その隣の「千歳坂」 
函館の度重なる大火で 
坂の名前も変わってきたそうです 
 
この坂の右側に 
東本願寺函館別院の墓地と御廟を守る 
船見支院がある 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明治８年に 
坂下の港湾を埋め立て 
幸町ができたのに因んで命名された 
 
もとは 
鬱蒼と茂った森の中の坂道だったそうな 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この坂を登ったところに 
享和三年（1803）に 
18 軒の料理茶屋（遊郭）ができたことに因み 
「姿見坂」と呼ばれている 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「常盤坂」と言います 
江戸時代後期 
この坂の途中に大身の屋敷があり 
奥州の名松の種を植えて 
近隣の名物になったので 
町名を常磐町にしたことによる 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この「弥生坂」も 
函館の大火により変遷している 
名前の由来は 
登り切ったあたりの弥生町から 
弥生の名は 
「春」を意味して発展を祈念してめでたい 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「東坂（あずまざか）」は 
かつて２本の坂があった 
西側が「浄玄寺坂」 
東側が「白鳥坂」とも「東の坂」と呼ばれていたが
明治１２年の大火で１本になった 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「基坂」 
函館の代表的な坂の一つ 
かつては街の中心の坂で 
坂の上には 
江戸時代中期から役所が存在した 
 
役所のあった場所には 
室町時代の河野氏の館があり 
その建物から「箱館」の地名が生まれた 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基坂から振り返ると 
函館港の青函連絡船の摩周丸 
 
三森山を遠くに望む 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この坂も大火に翻弄されたようで 
「日和坂」命名の元がはっきりしない 
 
正面に函館山頂がみえる 
なんとなく情緒ある坂 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かつてこの坂の上に 
函館八幡宮があった 

明治１１，１２年の大火で 
八幡宮も焼け現在の谷地頭に移ったが 

「八幡坂」の名は残った 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「大三坂」 
大三と言う家印の人が住んでいた
ので「大三の坂」と呼ばれていた 
 
大三の家は 
江戸時代に地方から公用で出てく
る村民の泊った宿 
 
坂の途中左側に 
カール・レーモンの店がある 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「二十間坂」 
幅が二十間あるから 
こう呼ばれている 

函館観光の中心的な坂 
 

明治３３年に 
この坂から 

要塞となった函館山に大砲を 
引き上げたという 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江戸後期 
北方問題がやかましくなり 
幕府が蝦夷地を 
松前藩から取り上げて 
直轄した 
 
南部藩が 
日高海岸以東の防衛のため 
このに陣屋を置いた 
南部藩苦難の名を遺す 
「南部坂」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふと足元を見たら 
マンホールのふたが 
元気なイカたち 
 
沢山戻ってきてくれないかなあ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「谷地坂」は 
函館山東端の谷地頭に行く近道 
谷地頭は 
当時から遊興の地だったようです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「護国神社坂」 
坂の突き当りに護国神社がある 
坂の上り口には 
高田屋嘉平の像が 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この像を建てるにあたって 
函館市街地を向くか 

護国神社を向くか議論になった 
神社に後ろを見せるのは失礼だなどと・・・ 

 
高田屋嘉平については 

司馬遼太郎の「菜の花の沖」に詳しい 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「浅蜊坂」は 

この坂の途中に貝塚があり 

あさりの貝殻が 

沢山出てきたことに拠るらしい 

 

ここを登って行くと 

石川啄木が住んだ地がある 

左角のお店の「すきやき弁当」は絶品 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館山の東側の終点 
谷地頭への下り坂 
 
ここまで来て時間切れ 
ポン友たちと会う時間が迫っていた 
傍が青柳町の電停 
中央病院前までこの電車に乗れた 
 
同じような表情の坂が沢山ありましたねえ 
 


